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【連結】 （単位：百万円、％）

経過措置による
不算入額

普通株式等Tier1 資本に係る基礎項目 （１）
普通株式に係る株主資本の額 5,448,598    

うち、資本金及び資本剰余金の額 3,054,648    
うち、利益剰余金の額 2,397,635    
うち、自己株式の額（△） 3,686        
うち、社外流出予定額（△） -            
うち、上記以外に該当するものの額 -            

普通株式に係る新株予約権の額 2,083        
その他の包括利益累計額及びその他公表準備金の額 197,301      789,206      
普通株式等Tier1資本に係る調整後少数株主持分の額 11,628       

61,442       

うち、少数株主持分等に係る経過措置により普通株式等Tier1資本に係る基礎項
目の額に算入されるものの額

61,442       

普通株式等Tier1 資本に係る基礎項目の額 （イ） 5,721,054    
普通株式等Tier1 資本に係る調整項目 （２）
無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）の額の合計額 84,403       337,613      

うち、のれんに係るもの（のれん相当差額を含む。）の額 23,684       94,738       
うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツに係るもの以外のものの額 60,718       242,874      

繰延税金資産（一時差異に係るものを除く。）の額 8,086        32,346       
繰延ヘッジ損益の額 3,269        13,076       
適格引当金不足額 4,822        19,062       
証券化取引に伴い増加した自己資本に相当する額 629          2,519        
負債の時価評価により生じた時価評価差額であって自己資本に算入される額 191          767          
退職給付に係る資産の額 57,623       230,495      
自己保有普通株式（純資産の部に計上されるものを除く。）の額 495          1,983        
意図的に保有している他の金融機関等の普通株式の額 -            -            
少数出資金融機関等の普通株式の額 50,624       202,497      
特定項目に係る十パーセント基準超過額 -            -            

うち、その他金融機関等に係る対象資本調達手段のうち普通株式に該当するもの
に関連するものの額

-            -            

うち、無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものに限る。）
に関連するものの額

-            -            

うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関連するものの額 -            -            
特定項目に係る十五パーセント基準超過額 -            -            

うち、その他金融機関等に係る対象資本調達手段のうち普通株式に該当するもの
に関連するものの額

-            -            

うち、無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものに限る。）
に関連するものの額

-            -            

うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関連するものの額 -            -            
その他Tier1 資本不足額 -            
普通株式等Tier1 資本に係る調整項目の額 （ロ） 210,147      
普通株式等Tier1 資本
普通株式等Tier1 資本の額（（イ）－（ロ）） （ハ） 5,510,906    
その他Tier1 資本に係る基礎項目 （３）
その他Tier1 資本調達手段に係る株主資本の額及びその内訳 -            31a
その他Tier1 資本調達手段に係る新株予約権の額 -            31b
その他Tier1 資本調達手段に係る負債の額 -            32
特別目的会社等の発行するその他Tier1 資本調達手段の額 -            
その他Tier1 資本に係る調整後少数株主持分等の額 23,277       

1,666,511    

うち、銀行持株会社及び銀行持株会社の特別目的会社等の発行する資本調達手段
の額

1,666,511    

うち、銀行持株会社の連結子法人等（銀行持株会社の特別目的会社等を除く。）
の発行する資本調達手段の額

-            

△ 52,792    
うち、為替換算調整勘定の額 △ 52,792    

その他Tier1 資本に係る基礎項目の額 （ニ） 1,636,996    
その他Tier1 資本に係る調整項目
自己保有その他Tier1 資本調達手段の額 -            -            
意図的に保有している他の金融機関等のその他Tier1 資本調達手段の額 -            -            
少数出資金融機関等のその他Tier1 資本調達手段の額 271          1,087        
その他金融機関等のその他Tier1 資本調達手段の額 22,546       90,186       

85,856       
うち、のれん相当額 49,102       
うち、企業結合等により計上される無形固定資産相当額 24,590       
うち、証券化取引に伴い増加した自己資本に相当する額 2,519        
うち、内部格付手法採用行において、期待損失額が適格引当金を上回る額の50％
相当額

9,644        

Tier2 資本不足額 -            
その他Tier1 資本に係る調整項目の額 （ホ） 108,674      
その他Tier1 資本
その他Tier1 資本の額（（ニ）－（ホ）） （ヘ） 1,528,321    
Tier1 資本
Tier1 資本の額（（ハ）＋（ヘ）) （ト） 7,039,228    
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【連結】 （単位：百万円、％）

経過措置による
不算入額

項目
国際様式の
該当番号

Tier2 資本に係る基礎項目 （４）
Tier2 資本調達手段に係る株主資本の額及びその内訳 -            
Tier2 資本調達手段に係る新株予約権の額 -            
Tier2 資本調達手段に係る負債の額 -            
特別目的会社等の発行するTier2 資本調達手段の額 151,950      
Tier2 資本に係る調整後少数株主持分等の額 7,828        
適格旧Tier2 資本調達手段の額のうちTier2 資本に係る基礎項目の額に含まれる額 1,310,596    

うち、銀行持株会社及び銀行持株会社の特別目的会社等の発行する資本調達手段
の額

151,950      

うち、銀行持株会社の連結子法人等（銀行持株会社の特別目的会社を除く。）の
発行する資本調達手段の額

1,158,646    

一般貸倒引当金Tier2 算入額及び適格引当金Tier2 算入額の合計額 5,911        
うち、一般貸倒引当金Tier2 算入額 5,911        
うち、適格引当金Tier2 算入額 -            

569,200      
うち、その他有価証券の連結貸借対照表計上額から帳簿価額を控除した額の45％
相当額

489,350      

うち、土地の再評価額と再評価の直前の帳簿価額の差額の45％相当額 79,849       
Tier2 資本に係る基礎項目の額 （チ） 2,045,487    
Tier2 資本に係る調整項目
自己保有Tier2 資本調達手段の額 -            -            
意図的に保有している他の金融機関等のTier2 資本調達手段の額 -            -            
少数出資金融機関等のTier2 資本調達手段の額 32,697       130,790      
その他金融機関等のTier2 資本調達手段の額 -            -            

149,699      
うち、金融機関等の資本調達手段の額 140,054      
うち、内部格付手法採用行において、期待損失額が適格引当金を上回る額の50％
相当額

9,644        

Tier2 資本に係る調整項目の額 （リ） 182,396      
Tier2 資本
Tier2 資本の額（（チ）－（リ）） （ヌ） 1,863,090    
総自己資本
総自己資本の額（（ト）＋（ヌ）） （ル） 8,902,319    
リスク・アセット （５）

925,939      
うち、無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）
に関連するものの額

218,284      

うち、繰延税金資産（一時差異に係るものを除く。）に関連するものの額 32,346       
うち、退職給付に係る資産に関連するものの額 230,495      
うち、金融機関等の資本調達手段に関連するものの額 444,814      

リスク・アセットの額の合計額 （ヲ） 59,869,758   
連結自己資本比率
連結普通株式等Tier1 比率（（ハ）／（ヲ）） 9.20%
連結Tier1 比率（（ト）／（ヲ）） 11.75%
連結総自己資本比率（（ル）／（ヲ）） 14.86%
調整項目に係る参考事項 （６）
少数出資金融機関等の対象資本調達手段に係る調整項目不算入額 565,111      

141,750      

-            

繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に係る調整項目不算入額 193,807      
Tier2 資本に係る基礎項目の額に算入される引当金に関する事項 （７）
一般貸倒引当金の額 5,911        
一般貸倒引当金に係るTier2 資本算入上限額 56,400       

-            

適格引当金に係るTier2 資本算入上限額 279,345      
資本調達手段に係る経過措置に関する事項 （８）
適格旧Tier1 資本調達手段に係る算入上限額 1,666,511    

135,019      

適格旧Tier2 資本調達手段に係る算入上限額 1,349,648    

-            
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